
 

 

 

 

 

 

 

天草不知火海区漁業調整委員会 

第３６４回議事録 

 

 

 

 

 

 

令和２年（２０２０年）２月１４日開催 



第３６４回天草不知火海区漁業調整委員会議事録 

 

１ 開催日時 令和２年（２０２０年）２月１４日（金）午後２時から 

２ 開催場所 県庁本館 ５階 審議会室 

３ 出 席 者 

（出席委員） 江口幸男 浜悦男  関山哲也 𦚰島成郎 佐々木倫一 

友村喜一 山口秀康 内野明徳 福田靖  山田豊隆  

鎌賀泰文 藤木美才 

  （欠席委員） 前田和昭 桑原千知 横田政司 

（水産振興課）主幹 山下幸寿 参事 内川純一 

（漁業取締事務所）副所長 齊藤裕勝 機関長 米田敏泰 技師 山崎翼 

（熊本県漁業協同組合連合会）職員 濱泰平 

（天草広域本部水産課）技師 池崎公亮 

（事務局）事務局長 渡辺裕倫 主幹 大塚徹 参事 國武浩美 

      主任技師 多治見誠亮 

４ 議事次第 

１）議 題 

第１号議案 

アサリの採捕制限について（指示） 

第２号議案 

宝石さんごの採捕制限について（指示） 

第３号議案 

熊本県の海洋生物資源の保存及び管理に関する計画について（諮問） 

２）報 告 

① 令和元年度長崎県南部海区漁業調整委員会と天草不知火海区漁業調整委

員会との間の協定第４に関する合意書に基づく協議会の概要について 

② 海区漁業調整委員会７０周年記念大会における農林水産大臣又は水産庁

長官表彰の候補者について 

 

議事の経過 

事務局 

 

 

 

 

 

 

 

定刻になりましたので、ただ今から第３６４回天草不知火海区

漁業調整委員会を開催いたします。 

委員会開催にあたり事務局から御報告いたします。 

本日の委員出席者数は、１５名中１２名で過半数に達しており

ますので、海区漁業調整委員会規程第５条第１項に基づき、本委

員会が成立していることを御報告いたします。 

それでは、議事に入ります前に、資料の確認をさせて頂きます
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（江口会長） 
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「第３６４回天草不知火海区漁業調整委員会次第」という資料

を１部お配りしております。 

過不足等ありませんでしょうか。 

よろしいでしょうか。 

それでは、江口会長お願いします。 

 

皆さん、こんにちは。 

今日は、副会長の方は急遽欠席ということですのでよろしくお

願いします。 

皆様も御承知のとおり、今年は初めて雪が降らないというよう

な状況が続いております。２、３日後には寒波が来るという予報

になっていますが、やはり冬は冬で来ないと天草の方は水揚げが

減少している状況にあります。これから水揚げも上がるかと思い

ますが、それに期待したいと思います。 

それでは、ただ今から第３６４回天草不知火海区漁業調整委員

会を開会いたします。 

 議事に入ります前に、海区漁業調整委員会規程第１０条で定め

られております議事録署名につきまして、本日は山口委員と山田

委員にお願いいたします。 

なお、議事の進行につきましては、皆様の御協力を御願いしま

す。 

それでは、早速でございますが議事に入ります。 

議題の第１号議案「アサリの採捕制限について」水産振興課か

ら説明をお願いします。 

 

水産振興課でございます。座って説明させて頂きます。 

まずお配りしました資料の２ページをご覧ください。 

令和２年（２０２０年）１月８日付けで、熊本県漁業協同組合

連合会 藤森隆美会長から、当委員会に対しまして、アサリの採

捕制限（殻幅制限）に関する委員会指示について要望書が提出さ

れました。 

要望の部分について、読み上げさせていただきます。 

前段につきましては、省略させていただきます。 

天草不知火海域における漁業者におきましては、アサリ漁業は

重要な種類であり、アサリ資源の繁殖保護に継続的に努めており

ます。 

しかし、アサリ資源の減少が継続する中、更なるアサリ資源保

護を図るためには、県民の一層の理解と協力が不可欠であり、県



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

民を含めた資源保護の実践徹底が必要であります。 

つきましては、天草不知火海域でのアサリの資源保護を図るた

め、下記により天草不知火海区漁業調整委員会指示を継続される

よう要望します。 

１ 指示内容 

天草不知火海区（宇城市（有明海側を除く。）から熊本県と鹿

児島県との境に至る地先海面並びに上天草市、天草市及び天草郡

苓北町の地先海面）において、殻幅１２ミリメートル未満のアサ

リを採捕してはならない。 

以上が要望の内容となっております。 

資料４ページから５ページにかけまして、当委員会が発出した

現在の委員会指示を載せております。 

また、資料７ページに熊本県有明海区漁業調整委員会が発出し

た現在の委員会指示を載せております。 

これまで両海区ともに歩調を合わせ、県漁業調整規則の改正を

見据えた委員会指示の発出を、平成２０年度から継続してきてお

ります。 

県漁業調整規則を改正するために、なぜ委員会指示を継続する

必要があるのか御説明いたします。 

県漁業調整規則の改正の目的は、アサリ資源を増大させること

です。 

委員会指示をかけることにより、漁獲可能なサイズを引き上げ

て、産卵できる母貝の数を増やし、あさり資源を増大させようと

いうことです。 

県漁業調整規則の改正には、国の認可が必要で、改正理由にし

っかりした裏付けがないと国は認可しません。 

漁業調整規則の対象は、漁業生産のみならず、一般県民の採捕

も対象となりますので、漁獲可能なサイズを急に引き上げると一

般県民に混乱が生じないかと国から疑問符を突き付けられます。 

このハードルを乗り越えるため、平成２５年、県内各漁協で

は、漁業権行使規則を変更して殻幅１２ミリメートル未満のアサ

リの漁獲を禁止しました。 

また、重ねて当委員会指示により、漁業による漁獲と一般県民

による採捕を禁止し、これを平成２０年度以降継続してきまし

た。 

さらに、平成３０年には、県民の皆様からの意見をうかがうパ

ブリックコメントも実施しましたが、反対意見はございませんで

した。 
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福田委員 

 

水産振興課 

 

 

今では、熊本県内では殻幅１２ミリメートル未満のアサリが採

捕禁止であることは広く認識されていますということで国と協協

議を行っております。 

現在、県庁水産振興課では、漁業法改正に伴う漁業調整規則の

改正について、水産庁と協議を継続していますが、今回の改正の

中でアサリの漁獲サイズの制限も併せて改正を行う予定です。 

事務局といたしましては、このような背景から、引き続き、指

示を継続する必要があると考えております。 

事務局からの説明は以上でございます。 

御審議よろしくお願いします。 

 

ただ今、水産振興課から説明がありましたが、委員の皆様から

御意見、御質問はございませんか。 

 

１２ミリメートルというのは、どういう根拠で１２ミリメー

トルにされたかというのが一つと、それから、１年間で成長し

ますので、年度の初めの段階と年度の終わりでは大きさが変わ

っておりますがどうでしょうか。 

 

御質問ありがとうございます。まず１点目の御質問ですが、

１２ミリメートルの根拠の件ですが、今、現場では漁獲したア

サリをサイズ毎に分けるゆり目という道具を使っております。

ゆり目の針金と針金の間から抜け落ちることでサイズを分けて

おりますが、この針金と針金の間が１２ミリメートルになって

おります。その間をすり抜けるのは、殻長ではなく殻幅が関係

してきますので、殻幅１２ミリメートルということでございま

す。ちなみに殻幅１２ミリメートルは、殻長に直しますと２８

ミリメートルになります。 

あと、２つ目の質問ですが、年度の初めと年度の終わりでは

サイズが変化することになりますが、漁獲される時の殻幅で制

限するということになりますので、特に問題ないかと考えてお

ります。 

 

成熟するとか、しないとかは関係ないですか。 

 

アサリの成熟サイズですけれども、最小サイズは殻長で２０

ミリメートル以上と言われております。産卵する時期も、アサ

リは春と秋になりますので、その春と秋のタイミングで殻長２
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０ミリメートルを超えたものが産卵するということが言われて

おります。 

 

１２ミリメートルとの差がありますね。 

 

すみません。今の話は殻長ですね。今回の指示については、

殻幅で１２ミリメートルです。 

 

殻長ですか。 

 

はい。殻長で２０ミリメートルです。 

 

はい、わかりました。 

 

他にございませんか。 

 

はい。 

 

それでは、他に無いようですので、第１号議案「アサリの採捕

制限について」は、当委員会が指示を行うことでよろしいでしょ

うか。 

 

はい。 

 

ありがとうございます。 

それでは、事務局より委員会指示の案を説明してください。 

 

それでは、委員会指示案を説明させていただきます。 

資料８ページに委員会指示の案を付けております。 

天草不知火海区漁業調整委員会指示第○号 

アサリ資源の繁殖保護を図るため、漁業法（昭和２４年法律第

２６７号）第６７条第１項の規定に基づき、次のとおり指示す

る。ただし、漁業権者である漁業協同組合が同一共同漁業権漁場

内で移植する場合、又は試験研究機関が試験研究のため採捕する

場合は、この限りでない。 

令和２年（２０２０年）○月○日 

天草不知火海区漁業調整委員会会長 江口 幸男 

１ 指示の内容 
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宇城市（有明海側を除く。）から熊本県と鹿児島県との境に至る

地先海面並びに上天草市、天草市及び天草郡苓北町の地先海面に

おいて、殻幅１２ミリメートル未満のアサリを採捕してはならな

い。 

２ 指示の有効期間 

令和２年（２０２０年）３月１日から令和４年（２０２２年）

２月２８日まで。 

事務局からの説明は以上でございます。 

 

ただいま、水産振興課より委員会指示の案について説明があり

ましたが、委員の皆様から御意見、御質問はございませんか。 

 

異議無し。 

 

よろしいでしょうか。 

 

はい。 

 

それでは、他に無いようですので、第１号議案「アサリの採捕制

限について」は、水産振興課の案のとおり委員会指示を発出いた

します。 

 

続きまして、議題の第２号議案「宝石さんごの採捕制限につい

て」水産振興課から説明をお願いします。 

 

水産振興課でございます。 

まず資料１０ページをご覧ください。 

県知事からの委員会指示の発出に係る依頼文です。 

読み上げさせていただきます。 

宝石さんごの採捕を禁止する委員会指示について（依頼） 

このことについては、水産庁からの技術的助言（平成２７年１

０月２０日付け２７水管第１４５０号）を受け、貴委員会に宝石

さんご採捕禁止の委員会指示の発出を依頼し、天草不知火海区漁

業調整委員会指示第１７３号を発出いただいているところです。 

この委員会指示の有効期間は、平成３２年（２０２０年）３月３

１日で終了しますが、今後も本県海域における宝石さんごを保護

する必要があり、引き続き採捕を禁じる委員会指示が必要と考え

ます。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

つきましては、宝石さんごの採捕禁止に係る漁業法第６７条第

１項に基づく委員会の指示を発出いただきますようお願いいたし

ます。資料１２ページから１３ページに現在の委員会指示を載せ

ております。 

現在の委員会指示が発出されたいきさつを簡単に説明します。 

資料１４ページをご覧ください。 

平成２７年（２０１５年）１０月２０日付け２７水管第１４５

０号により水産庁長官から、各都道府県に対し、国内の宝石さん

ご資源を適切に管理する内容の通知が出されました。 

資料１４ページの後半に、この通知が出された背景が記載され

ており、要約しますと、 

・ 宝石サンゴは、近年、中国等での需要の高まりを受けて、価

格が高騰しています。 

・ 宝石サンゴを対象とした漁業への漁業者の関心が高まってい

ます。 

・ 宝石サンゴは、１年で０．２ｍｍ程度しか成長せず、一旦資

源が減少してしまえば、資源の回復に非常に長い時間がかか

ります。 

・ 国際的には、宝石サンゴの種の保存のため、いわゆるワシン

トン条約の附属書に掲載し、国際取引を制限すべきとの議論

があります。 

ということでした。 

資料１５ページ以降に、現在許可漁業としてサンゴ漁業がある

県に対しての助言が書かれています。 

資料１６ページには、「６．一般採捕の禁止」として、サンゴ

漁業の許可を行っていない県の対応について書かれております。 

その内容は、宝石さんごの採捕について、現在漁業調整規則に

基づく規制がない県は、速やかに委員会指示で採捕禁止を指示

し、併せて漁業調整規則での規制を検討するように、というもの

でした。 

この水産庁通知を受けまして、熊本県では本県海域での規制の

必要性について検討を行いました。 

その結果、本県海域においても宝石さんごの生息の可能性があ

り、迅速かつ適切な資源の管理が必要であると判断しまして、平

成３０年（２０１８年）３月１日に開催された第３４９回の当委

員会に対し、委員会指示の発出を要請いたしました。 

その結果、当委員会より、平成３０年（２０１８年）３月２７

日の県公報により、第１回目の委員会指示第１６４号が発出さ
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議長 

 

浜委員 

れ、現在に至っております。 

続いて、県が引き続き採捕禁止の指示が必要と考える理由につ

いてご説明いたします。 

まず、水産庁の技術的助言に述べられていた背景は、２年経過

後の現在も何ら変わりはないと考えております。 

次に、本県海域が宝石さんごの生息の可能性があり、適切な資

源の管理が必要であるとの判断についても、２年後の現在も同じ

判断です。 

これらのことから、本県は引き続き宝石さんご採捕禁止の委員

会指示が必要と判断する次第です。 

また、地元の天草市五和地区から牛深地区にかけて、聞き取り

調査を行いましたが、委員会指示が発出されても支障がない旨の

回答を得ております。 

参考資料といたしまして、前回の委員会指示要請の際の添付資

料と宝石さんご生息域を管轄する都道府県の現在の対応状況を、

資料２４ページ以下に載せております。 

水産振興課からの説明は以上でございます。 

御審議の程よろしくお願いします。 

 

ただ今、水産振興課から説明がありましたが、委員の皆様から

御意見、御質問はございませんか。 

 

海水温の上昇というのは、考えられませんか。もしそうである

と、その場所が少し広くなりますね。その辺どうでしょうか。実

際広くなったんでしょうか。 

 

それにつきましては、委員が言われるとおり最近海水温が上が

っていますので、さんごの生息範囲というものは、北上している

可能性はあります。ただ、本県海域におきましては、宝石さんご

を漁獲しておりません。許可も出しておりません。採捕する漁業

者もいませんので、さんご類の生息範囲が広がったという知見は

持ち合わせておりません。 

 

はい。 

 

他にございませんか。 

 

議長。 
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はいどうぞ。 

 

ちょっとお尋ねします。資料２２ページの地図を見て下さい。

五和から宮野河内と思いますが、この囲まれた範囲が禁漁という

ことでしょう。 

 

ここの範囲につきましては、現在の熊本県の漁業調整規則で定

められております範囲になりまして、漁業調整規則ではさんご類

の採捕の制限をしております。今回御説明しました委員会指示に

つきましては、これ以外の天草海の本県海域においての宝石さん

ごの採捕を禁止するという内容になっております。 

 

議長。 

 

はいどうぞ。 

 

資料２３ページを見て下さい。ここに色々と文章で説明してあ

るじゃないですか。中段以降、天草下島東海それから楠浦湾、上

島南海、この範囲のどこになるんですか。地図で言うと。 

 

この資料に関しましては、参考資料として付けさせていただき

ましたが、資料２２ページの範囲を示す表現ではございません。

現在の漁業調整規則の別表をそのまま付けさせていただきまし

た。熊本県の漁業調整規則につきましては、資料２２ページに記

載された数字、五和町の御領あたりの１から２２までの点につい

て記載されておりまして、各点を結んだ線及び海岸線により囲ま

れた範囲において、さんご類の採捕を禁止するという内容になっ

ております。 

 

議長。 

 

はいどうぞ。 

 

この括弧１から２２まであるじゃないですか。これ以外の囲ん

でない部分について、この意味はどういう意味ですか。さんごが

いないということですか。 

 



水産振興課 

 

 

 

 

浜委員 

 

委員 

 

佐々木委員 

 

議長 

 

佐々木委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

浜委員 

 

議長 

 

佐々木委員 

 

 

 

福田委員 

 

佐々木委員 

 

議長 

 

佐々木委員 

 

この点の範囲内においては、漁業調整規則においてさんご類を

採捕してはならないとしておりまして、それ以外の本県海域の天

草海においては、委員会指示により宝石さんごを採捕禁止にする

というものです。 

 

津奈木とかは、囲んでないから採捕して良いということになる。 

 

採捕して良いということになる。 

 

はい議長。 

 

はいどうぞ。 

 

参考意見で私の方から。宝石さんごについて、牛深の方では、大

正時代までは漁獲していました。水深が１００メートル以上のと

ころに生息しているということです。天草西海以外にはそういっ

た深い海がないと思います。先日、高知県に行きましたが、最近

少しずつ宝石さんごも増えてきており、価格も上昇しているので

色々対応しているらしいです。牛深には、昔は許可もありました。

今はありません。熊本県に許可はありません。ということで採捕

はしていません。 

 

分かりました。 

 

分かりましたか。 

 

成長するのに時間がかかるので、昔は生息していてそれを獲っ

てしまったような感じです。さらに、台湾等からきて、女島、男女

群島周辺。 

 

ここに書いてある範囲は、１００メートル以下ですか。 

 

ここは７０メートル程度。 

 

ないです。 

 

宝石さんごと普通のさんごは違いますから。 

 



議長 

 

佐々木委員 

 

議長 

 

佐々木委員 

 

福田委員 

 

 

鎌賀委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

議長 

 

 

浜委員 

 

議長 

 

 

 

 

委員 

 

議長 

 

 

宝石さんごとさんご類は違うのか。 

 

色が赤い方が価値がある。赤、ピンク。 

 

昔は、あったがな。 

 

それはまた違う。宝石さんごは枝のように伸びる。 

 

それでは、１００メートル以下のところに線を引いても意味が

ないんでしょう。 

 

そもそも漁業調整規則で禁止してあるという区域は、２２ペー

ジにある範囲です。宝石さんごとか造礁さんごという種類にかか

わらず、さんご類全てですよと、全て採捕してはいけませんとい

うことです。もともとは、海中公園でよく見るようなさんご類を

保護しましょうというような趣旨ですけれども、その中にはさん

ご類としか書いていませんので、広い意味では宝石さんごも含ま

れるというとらえ方で、ここの範囲についてはもともと決めてあ

ったから、それ以外の所を新たに委員会指示として出しますとい

うことです。だから、１００メートルとか浅いところ深いところ

関係なく、採捕可能な範囲はダメということです。そういう委員

会指示です。 

 

２３ページの文言がそうでしょう。宝石さんごも普通さんごも

ダメということでしょう。まあ、そういうことでございます。 

 

分かりました。 

 

よろしいでしょうか。 

それでは、他に無いようですので、第２号議案「宝石さんごの

採捕制限について」は、当委員会が指示を行うことでよろしいで

しょうか。 

 

はい。 

 

ちょっと事務局の説明がな。わかりにくかった。 

ありがとうございます。 

それでは、水産振興課より委員会指示の案を説明してくださ
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議長 

 

 

委員 

 

議長 

 

委員 

 

議長 

 

 

 

議長 

 

 

い。 

 

それでは、委員会指示案を説明させていただきます。 

資料２５ページに委員会指示の案を付けております。 

天草不知火海区漁業調整委員会指示第○号 

宝石さんご（アカサンゴ、モモイロサンゴ及びシロサンゴをい

う。以下「宝石さんご」という。）の資源保護のため、漁業法（昭

和２４年法律第２６７号）第６７条第１項の規定に基づき、次の

とおり指示する。ただし、国、地方公共団体若しくは試験研究機

関が試験研究のために採捕する場合は、この限りでない。 

令和２年（２０２０年）○月○日 

天草不知火海区漁業調整委員会会長 江口 幸男 

１ 指示の内容 

熊本県漁業調整規則（昭和４０年熊本県規則第１８号の２）の

別表の天草海において宝石さんごを採捕してはならない。ただし、

同規則第４３条の２（さんご類の採取制限）に規定する海域を除

く。 

２ 指示の有効期間 

令和２年（２０２０年）４月１日から令和４年（２０２２年）

３月３１日まで。 

事務局からの説明は以上でございます。 

 

 ただいま、水産振興課より委員会指示の案について説明があり

ましたが、委員の皆様から御意見、御質問はございませんか。 

 

異議なし。 

 

よろしいでしょうか。 

 

はい。 

 

それでは、他に無いようですので、第２号議案「宝石さんごの採

捕制限について」は、水産振興課の案のとおり委員会指示を発出

いたします。 

 

続きまして、第３号議案「熊本県の海洋生物資源の保存及び管

理に関する計画について」水産振興課より説明をお願いします。 
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水産振興課でございます。 

よろしくお願いします。 

資料２７ページをお開きください。 

熊本県の海洋生物資源の保存及び管理に関する計画、今回は、

クロマグロの変更について諮問させていただきます。 

資料２８ページから３２ページまで、クロマグロの計画をお示

ししております。文言についての変更は、今回ございません。数

量についての変更のみとなります。わかりやすい資料として、資

料３３ページに新旧対照表、横長の表を載せてございますのでお

開きください。 

横にいたしまして、向かって右側に改正前、現在の第５管理期

間、３月３１日までの計画をお示ししております。 

現在、第２のクロマグロの漁獲可能量について、熊本県の知事

管理量に関する事項として、３０ｋｇ未満の小型魚につきまして

は、もともと本県の割当量である１．４トンに、小型魚と大型魚

とのトレードを行った１．５トンを加えた２．９トン、それから

大型魚につきまして、３０ｋｇ以上の大型魚につきましては、も

ともと６．０トンの割当量だったところを１．５トントレードに

差し出しましたので、１．５トン減にしまして、４．５トンの管

理となってございます。 

それに対して、新しい第６管理期間、令和２年４月１日から令

和３年３月３１日までの１年間の管理量といたしましては、３０

ｋｇ未満の小型魚は３．５トン、それから３０ｋｇ以上の大型魚

につきましては６．０トンとなっております。大型魚につきまし

ては、第５管理期間の当初と変更はございません。小型魚につき

ましては、第５管理期間の当初１．４トンから今回２．１トン増

えてございます。この背景といたしましては、佐々木委員の方か

ら国の方に働きかけを行っていただきまして、熊本県の過去の水

揚げ量が現在の１．４トンに正確に反映されてないというところ

で、過去の漁獲実績を加えた形でもう一度数量を見直していただ

きたいとの要望を上げていただきました。それを受けて、国が新

たに過去の実績を、熊本県だけではなく、全国の都道府県に呼び

かけまして、本県や三重県、広島県などがこれに応じて、過去の

実績を提出し、それぞれ各県の数量が決定されました。佐々木委

員におかれましては、ほんとにありがとうございました。 

そういった背景で、今回２．１トンの増枠で第６管理期間当初

から３．５トンで枠を決定します。また、この後第６管理期間中

にトレード等の手続等を踏まえまして、漁業者の意向も伺って、



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

議長 

 

 

委員 

 

大型魚から小型魚への切り替え、相手方があってのことですけれ

ども、こういった諮問をさせていただくことになるかと思いま

す。 

左側の改正後の第３につきまして、今御説明申し上げた小型魚

３．５トンと大型魚６．０トンにつきましては、３ヶ月ごとの管

理を行うよう国から指導があっておりますので、４月から６月ま

では小型魚０．４トン、大型魚１．５トン、７月から９月までは

０．４トン、１．５トン、１０月から１２月までは２．３トン、

１．５トン、令和３年１月から３月までは０．４トン、１．５ト

ンということで第５管理期間と同様、主漁期である１２月を中心

に小型魚は多く配分するような管理方法、大型魚につきまして

は、主なシーズン等ございませんので、均等割りというような配

分にしてございます。 

続きまして、３４ページ第６管理期間までの超過分の差引等と

いうところがございます。 

これは、第２管理期間と第３管理期間に、本県が国から割当て

られた量以上の漁獲があったため、その分のペナルティーとし

て、第２管理期間分は１０年かけて、第３管理期間は第４管理期

間に差し引くというようなペナルティーを受けておりました。 

第２管理期間の超過分が、合計３．４トンあったところ右側の

表を見ていただくと残り１．８トン、第６管理期間は１．８トン

ありましたが、左側見ていただきますと第５管理期間が、これは

まだ数量がはっきりしていませんが、１．２トンほど差し引き分

が繰上げ償還に充てれそうなので、これを繰り上げたところ、残

り第６管理期間で０．３トン、第７管理期間で０．３トン返せば

第２管理期間分の超過分はすべて返済ができるということで、実

際のところ第６管理期間３．５トンでスタートいたしますが、

０．３トンの差引き分を引いた後の数量ですので、第７管理期間

までは３．５トンで、第８管理期間からは、３．８トンに増えた

数値で管理ができることになります。 

改正資料を御説明しましたが、説明は以上です。 

よろしくお願いします。 

 

ただ今、水産振興課から説明がありましたが、委員の皆様から

御意見、御質問はございませんか。 

 

ありません。 

 



議長 

 

委員 

 

議長 

 

 

 

議長 
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よろしいですか。 

 

はい。 

 

 それでは、他に無いようですので、第３号議案「熊本県の海洋

生物資源の保存及び管理に関する計画について」は、「特に意見

なし」と答申いたします。 

 

次に、議事２の「報告１」、「令和元年度長崎県南部海区漁業調

整委員会と天草不知火海区漁業調整委員会との間の協定第４に関

する合意書に基づく協議会の概要について」事務局より説明をお

願いします。 

 

事務局です。 

２月５日、熊本市において、長崎県南部海区漁業調整委員会と

天草不知火海区漁業調整委員会との間の協定第４に関する合意書

に基づく協議会が開催されましたので、その概要について御報告

いたします。 

まず資料３６ページをご覧ください。 

本海区からは、委員会から江口会長、前田副会長、横田委員に

御出席いただきました。 

また、漁業者代表としまして、天草漁協五和支所理事の吉田健

吾様と天草漁協苓北支所理事の柗野重幸様に御出席いただきまし

た。 

御出席いただきました委員の皆様におかれましては、御多忙の

中、御出席いただき改めて感謝申し上げます。ありがとうござい

ました。 

長崎県南部海区からは、委員会から浅川会長、岡部委員、小林

委員が出席され、漁業者代表として有限会社音丸水産の岡部代表

取締役と暁星水産有限会社の宮崎代表取締役が出席されました。 

なお、来賓としまして、水産庁九州漁業調整事務所沿岸課より

和田沿岸課長、川口沿岸第一係長の２名に御出席いただきまし

た。 

続いて資料３７ページをご覧ください。協議会次第を付けてお

ります。 

この次第に従い協議は進行しました。 

資料３８ページをご覧ください。資料４結果の第１号議題につ

いて御説明いたします。 
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議長 
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議長 

 

 

 

 

 

事務局 

 

 

 

 

まず、開催県として天草不知火海区漁業調整委員会事務局から

昨年１年間の経過報告を行いました。協定に係る海域において、

漁業取締事務所においても違反した操業は確認しておらず、地元

漁業関係者からの聞き取り調査においても、まき網と釣り漁業と

のトラブルは確認していないことを報告しました。 

次に長崎県南部海区漁業調整員会事務局から、昨年１年間の経

過報告が行われました。まき網漁業と釣り漁業とのトラブルは確

認していないと報告されました。 

出席委員からは、相互理解によりトラブルのない現状を保って

いただきたいとの意見がありました。 

次に、第２号議題についてです。 

開催地については、協議会運営要領に、開催地は原則として両

県交互とするとありますので、来年度は長崎県が開催県として長

崎県内で開催することと決定しました。 

その他についてですが、議題に係る協議終了後も、両県の水産

資源や漁業に関する情報交換が積極的に行われ、非常に有意義な

協議会を開催することができました。 

簡単ですが以上が協議会の概要です。 

事務局からの報告は以上でございます。 

 

ただ今、事務局から説明がありましたが、委員の皆様から御意

見、御質問はございませんか。 

 

よろしいでしょうか。 

 

はい。 

 

 それでは、他に無いようですので、議事２の報告１の質疑は終

了いたします。 

次に、議事２の「報告２」、「海区漁業調整委員会７０周年記念

大会における農林水産大臣又は水産庁長官表彰の候補者につい

て」事務局より説明をお願いします。 

 

事務局です。 

資料４０ページをご覧ください。 

令和２年（２０２０年）１月１４日付け３１全漁調連第１１号

により、全国海区漁業調整委員会連合会志岐富美雄会長より、海

区漁業調整委員会７０周年記念大会における農林水産大臣又は水

産庁長官表彰並びに令和２年度全漁調連通常総会における事務職
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議長 
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議長 
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議長 

 

事務局 

 

議長 

 

員表彰の候補者の取りまとめについて依頼がありました。 

これは、毎年、５月に開催される全漁調連の通常総会時に、長

年海区漁業調整委員として職責を果たされた委員の功績をたた

え、全漁調連会長から表彰状が授与されていましたが、来年度

は、海区漁業調整委員会が発足して７０周年の記念大会というこ

とで特別な表彰を行うというものです。 

資料４３ページをご覧ください。 

事務局において、全漁調連から送付された海区漁業調整委員会

７０周年記念功績委員表彰実施要領第４の推薦基準を確認したと

ころ、本委員会においては、浜委員、内野委員、江口委員、関山

委員、𦚰島委員の５名の方々が、水産庁長官から感謝状を授与さ

れる候補者に該当すると判断し、全漁調連に報告させていただき

ました。 

なお、海区漁業調整委員会７０周年記念大会におきましては、

５月２２日に東京都で開催される予定ですので、５名の委員の

方々におかれましては、受賞が決まりましたら、大変お手数をお

かけしますが記念大会に御出席いただくこととなると思います。 

事務局からの報告は以上でございます。 

 

ただ今、事務局から説明がありましたが、委員の皆様から御意

見、御質問はございませんか。 

 

よろしいでしょうか。 

 

はい。 

 

 それでは、他に無いようですので、議事２の報告２の質疑は終

了いたします。 

本日、事務局が予定した議事は以上ですが、委員の皆様から何

かございませんか。 

 

 ありません。 

 

事務局から、何かありませんか。 

 

はい、よろしいでしょうか。 

 

はいどうぞ。 
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議長 
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委員 

 

議長 

 

委員 

 

議長 

 

 

事務局 

 

議長 

 

 

 

事務局です。 

只今お配りしました資料について御説明いたします。 

今年度最後の委員会になるかと思いますけれども、第３６５回

天草不知火海区漁業調整委員会の開催及び天草不知火海区漁業調

整委員会と熊本県有明海区漁業調整委員会との合同懇親会に開催

についてということで事務局の案を示させていただきました。 

現在、日程調整について、熊本県有明海区漁業調整委員会の方

とも始めたところですが、第３６５回委員会につきましては、３

月１７日（火）若しくは３月１８日（水）で調整をさせていただ

けないかと考えております。事前に日程調整を行っておりました

が、調整がつかずに１７日か１８日のどちらかで開催できないか

と考えております。また、両海区の合同懇親会につきましても、

両海区委員会を開催しますので、委員会終了後開催したいと考え

ております。場所につきましては、熊本市内を考えております。

開始時間は、午後５時３０分頃から開催できるよう検討しており

ますが、いかがでしょうか。 

 

委員の皆様いかがでしょうか。 

 

今、事務局より説明がありましたが、３月１７日若しくは１８

日に設定するということで調整するということでよろしいでしょ

うか。 

 

はい。 

 

よろしいでしょうか。 

 

はい。 

 

それでは、事務局にお手数をおかけしますがよろしくお願いし

ます。 

 

ありがとうございます。 

 

それでは、この件に関しては、事務局の方で対応していただく

ようお願いします。 

それでは、これで第３６４回天草不知火海区漁業調整委員会を

閉会します。本日はどうもありがとうございました。 



 


